　　　今月の樹「ヒイラギ」
　シニアの自然観察会に参加していると、しばしば「樹」に関するクイズが出される。なかでも樹名に関する設問が多く、木編に旁として春、夏、秋、冬など書いてどう読むかを問われることが多い。大抵、木偏に春は「ツバキ」、夏は「エノキ」の答えがすんなりと出て来るが、木偏に秋となるとなかなか正答は出てこない。勿論「キササゲ」であるが、現代の図鑑や辞典ではこの字は使われていない。実は木偏に秋は「漢名」。また、キササゲの花は初夏に咲き、なぜ旁に秋が使われるか意味不明。その点、木偏に冬は大抵「ヒイラギ」と読まれる。こちらは、花期も初冬で季節にも対応、樹の姿も何と無く寒々としており「字」は体を表わすといったところか。
「名の由来」

和名の由来は、葉の縁に棘があり、触れるとヒリヒリ痛むこと［古語：疼ぐ（ひいら）ぐ］からの転訛。「疼痛木」と書くこともある。

なお「柊の花」は冬の季語。
「原産地・分布」

　東アジア原産で、日本では本州（関東以西）四国、九州、沖縄の山地に分布している。海外では中国、台湾でも見られる。
「樹の特徴」

モクセイ科モクセイ属の常緑小高木で樹高は４～８ｍに達する。樹皮は灰白色。若い枝には微細な突起毛がある。葉は対生し、楕円形から卵状長楕円形、革質で表面は光沢がある。裏面は淡緑色で緑色の細点がある。若木の葉の縁には先が鋭い棘となった鋭鋸歯がある。また、老樹になるに従い葉の棘は次第に少なくなり、全縁となる。
花期は１１～１２月、葉腋に白色の小花を密生させる。雌雄異株で雄株の花は２本の雄蕊が発達し、雌株の花は花柱が長く発達し結実する。
花冠は４深裂し、モクセイに似た芳香を放つ。

果実は核果で長さ１．５～１．８ｍｍの楕円形で翌年の６～７月に紫黒色に熟す。野鳥によって種子散布される。
殖やし方は、実生及び挿し木によるとされる。
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「用途等」
古くからその鋭い棘によって邪気（鬼）を払う樹とされ、また低木で常緑であることが好まれ庭木として愛好されてきている。家の庭には表鬼門（北東）にヒイラギ、裏鬼門（南西）にナンテンの樹を植えるのが良いとされる。（鬼門除け）その他にも盆栽や防犯目的の生垣などにも植栽される。

　器具材としては、幹は堅く、かつしなやかであることから衝撃に対して強く、石材を加工するのに使われる「玄翁（げんのう）」の柄に使用されている。他にも、細工物、器具、印材などにも利用される。
　また、鋭い棘で鬼が目を突かれ退散したという伝説（鬼の目突）から２月の節分の夜には、ヒイラギの枝と大豆の枝に鰯の頭を門戸に飾り悪鬼を払うという習慣が残っている。大豆の枝（豆がら）は音で、鰯の頭は臭いで鬼を退散させるためとのこと。
また、クリスマスの飾りとして「柊」がよく使われますが、この「柊」はモクセイ科の樹ではなく、モチノキ科の「ヨーロッパヒイラギ　（Ｈｏｌｌｙ）」です。葉の形はよく似ていますが、前者は黒紫色の実がつくのに対し、後者はモチノキ科である為赤い実を付けます。ヒイラギが用いられるのは葉の「棘」、悪魔(魔女？)退治の目的、日本の節分の鬼退治と同じような言われです。
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